
番号 日時 項目 内容

1 １０月２１日（月） JR西日本兵庫支社４団体合同要望会
　播但線の協議会を代表して藤岡市長が出席し、要望書をJR西

日本兵庫支社長に提出。他３団体との合同開催。

2
１０月２５日（金）

１０月２９日（火）

山東町区長会正副会長会

和田山町区長会役員会

　令和７年４月からのデマンド型乗合交通（和田山・山東エリ

ア）導入に向けて、乗降場所の確認作業や住民説明会の日程調

整等を依頼した。

　※各区長への依頼に先立ち事前に説明及び依頼を行った。

3

１１月５日（火）

～

１１月１８日（月）

デマンド型乗合交通（和田山・山東

エリア）各地区区長会説明会

　令和７年４月からのデマンド型乗合交通（和田山・山東エリ

ア）導入に向けて、乗降場所の確認作業や住民説明会の日程調

整等を依頼した。

4 １１月７日（木） 路線バス再編協議
　今後の路線再編について、再編内容や時期について、全但バ

スと協議を行った。

5
１１月８日（金）

１２月６日（金）

デマンド型乗合交通

オペレーター会議

　デマンド型乗合交通予約センターのオペレーターと予約実績

等の報告及び業務改善に向けた意見交換、並びに和田山・山東

エリアの運行開始に向けた業務の確認等を行った。

6 １１月９日（土）
生野高校生とつくる朝来市公共交通

利用促進プロジェクト

　生野高校で開催された「朝来市公共交通利用促進プロジェク

ト」に参加し、市の公共交通の現状等について説明すると共に

参加者との意見交換を行った。

7

１１月１５日（金）

１１月２２日（金）

１２月１１日（金）

山東町民生委員児童委員協議会

和田山町民生委員児童委員協議会

生野町民生委員児童委員協議会

　来年度分の「あこか」販売について、説明及び協力依頼を

行った。

　※朝来町は12/19に実施予定。

8

１１月１９日（火）

～

１１月２０日（水）

山陰本線・福知山線鉄道整備・利用

促進協議会　国土交通省への要望活

動

山陰本線・福知山線鉄道整備・利用促進協議会において、国土

交通省への要望活動を実施した。

9 １２月２日（月）
第２回播但線鉄道整備・利用促進協

議会　利用促進部会

　今年度、第２回目となる部会を開催。各自治体等における今

年度の利用促進施策の実施状況及び来年度の利用促進施策につ

いて報告・協議を行った。

10 １２月３日（火）
朝来市但馬空港利用促進協議会

役員研修会

　但馬空港⇔伊丹空港を利用した役員研修会を開催。役員と事

務局の計７名参加。

　JAL職員から、伊丹空港内の設備の説明を受けたあと、航空

機整備場を視察した。

地域公共交通施策に係る主な取組状況（前回会議以降）

資料１
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 資料５  

顛 末 書 

 

令和６年１１月２９日

 

国土交通大臣 殿 

 

氏名又は名称 朝来市公共交通会議       

住    所 兵庫県朝来市和田山町東谷 213-1 

代  表  者 会 長  熊谷 樹一郎    

 

 

令和５年９月２６日付け国総地第８３号で国土交通大臣より認定された地域公共交

通確保維持事業（地域内フィーダー系統）に係る地域公共交通計画について、令和６

年４月１日付けで計画内容の変更があったにもかかわらず、令和６年１１月２９日付

け朝都第６０１号で変更届出書を提出することとなりました。 

その顛末につきまして、下記のとおりご報告申し上げます。 

 

記 

 

１． 経緯 

令和６年 ２月２７日  第２０回朝来市公共交通会議にてダイヤ改正を協議 

  令和６年 ４月 １日  ダイヤ改正のため、一部運行系統の運行回数変更を実施 

  令和６年１０月 １日  補助申請書作成作業において、変更届出書の未提出が発覚 

令和６年１１月２９日  変更届出書を提出 

 

２．変更届出書の提出が遅れた理由 

   当該事業は地元乗合バス事業者である全但バス株式会社に運行管理を委託しています。 

  法第４条による乗合バス事業のため、当該事業に係る届出書の作成を全但バスと連携して

いますが、今般のダイヤ改正において補助対象系統に変更が生じる事を失念しており今回

の補助申請作業において未提出が発覚したものです。 

 

３．今後の対応策 

   今後は事業計画の変更が生じた際は、届出書とともに地域内フィーダー確保維持計画の

内容について双方で確認するよう再発防止に努めてまいります。 
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陸上交通様式第３（日本産業規格Ａ列４番） 

朝 都 第 ６ ０ １ 号 

令和６年１１月２９日 

 

 

 国土交通大臣 殿 

 

 

                                氏名又は名称 朝来市公共交通会議 

                                住    所 兵庫県朝来市和田山町東谷 213-1 

                                代  表  者  会 長 熊谷 樹一郎 

 

 

 

地域内フィーダー系統確保維持計画変更届出書 

 

 

 

 令和５年９月２６日付け国総地第８３号で国土交通大臣より認定された地域内フィ

ーダー系統確保維持計画を以下のとおり変更するので、関係書類を添えて届出します。 

 

 

○ 変更日 

   令和６年４月１日  

 

 

○ 変更箇所 

   別紙のとおり 

 

 

○ 変更理由 

   令和６年４月 1 日のダイヤ改正に伴う運行系統の一部減回のため。 

 

 

 

 

 

 

 

 ※本届出書に、変更する事項を全て記した生活交通確保維持改善計画を添付すること。 

 ※「変更理由」は、具体的に記述すること。 
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令和６年11月29日

朝来市公共交通会議

　朝来市から運行事業者への委託金額については、運行収入及び国庫補助金を運行経費から差し引いた差額分を負担すること
としている。

（運行予定者）

　地域間幹線及び地域内フィーダー路線の運行については、これまでの公共交通における乗合事業の実績をふまえ、安心・安
全な運行（サービス品質や事故対応の適切な対処等）が求められるため、道路運送法第４条（乗合免許）を保有する事業者と
する。

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用負担者

全但バス株式会社

（１）事業の目標
　○路線バスとコミュニティバス（アコバス）、鉄道とのダイヤ接続を重視し、利用促進を
　　図っていく。
　○公共交通は、「地域みんなで乗って守る」という意識の基に、利用促進を図っていく。
　○各路線別に利用状況を整理し、評価基準に基づき定期的に見直しを実施し、効率的、
　　効果的な運行を目指す。
　○コミュニティバス（アコバス）について、１便平均利用者数の目標を次のとおりと
　　する。
　　　A.朝日・内海コース：3.0人(令和３年10月～令和４年９月実績　3.0人)
　　　B.岡・藤和コース：1.5人(令和３年10月～令和４年９月実績　1.5人)
　　　C.田路・多々良木コース：1.2人(令和３年10月～令和４年９月実績　1.2人)
  ○平均利用回数　0.49（平成28年度アコバス利用者数／朝来市人口）を下回らないよう
　　維持する。
　
（２）事業の効果
　○高齢者等をはじめとする市民の生活に必要不可欠な移動手段が確保される。
　○定期的に評価基準による評価・見直しを実施することにより、地域の実情に応じた
　　運行体系が構築される。

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体

　・路線バス、コミュニティバス、高速バス、JR等のダイヤと経路を掲載した朝来市の
　　公共交通情報誌を作成し市内全戸に配布する。（朝来市）
　・個人の利用に合わせたコミュニティバスの時刻表の発行も行えるように、新たなシステム
　　を導入し利用促進につなげる。（朝来市）

令和６年度　朝来市　生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画）

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性

　朝来市は、市面積約403K㎡と広く、南北を走るJR播但線を中心に路線バス、コミュニティバス（アコバス）により公共交通
体系が形成されている。
　自動車利用を前提とした生活スタイルの浸透、少子・高齢化の社会の到来で公共交通の利用者は減少傾向にあるが、自分で
移動手段を持たない高齢者をはじめとする市民にとって公共交通は、生活に必要不可欠な交通手段である。
　合併後の市町間を結ぶ地域間幹線交通としての路線バス、地域間交通に接続し市民の生活の移動手段として利用される地域
内フィーダー路線としてのコミュニティバス（アコバス）とそれぞれの役割を明確にし、市民の生活交通手段を確保、維持し
ていくことが求められている。
　平成28年５月、朝来医療センターの開院に伴い、各路線のルートや時刻表を見直し、第２次路線再編を行った。
　今後も、費用や利用状況など評価基準に応じて評価・見直しを行い、地域の実情に応じた路線の確保を図っていく。

２．地域公共交通確保維持事業に係る定量的な目標・効果

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者

別紙・・・表１
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９．別表１及び別表３の補助対象事業の基準二ただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの運行回数

　　が３回以上で足りると認めた系統の概要

６．補助の交付を受けようとする補助対象事業者の名称

全但バス株式会社

７．補助を受けようとする系統等に係る利用状況等の継続的な測定手法

　　生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧表

８．地域公共交通確保維持事業の生産性を向上させる取組を行う場合にあって、当該取組内容、実施

　　主体、定量的な効果目標、実施時期及びその他特記事項

該当なし

該当なし

　　改善に係る計画

該当なし

該当なし

15．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者、要する費用の負担者

該当なし

10．別表１及び別表３の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村に準ずる

該当なし

12．地域公共交通確保維持事業を行う地域の概要

別紙・・・表５

14．車両の取得に係る定量的な目標・効果

16．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における収支の

該当なし

該当なし

11．外客来訪促進計画との整合性

13．車両の取得に係る目的・必要性

該当なし
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17．協議会の開催状況と主な議論

○令和４年６月３日（第12回）①朝来市コミュニティバスの利用状況について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　②朝来市コミュニティバスの評価基準の達成状況について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　③朝来市を取り巻く地域公共交通の現状と今後の方向性について報告・協議した。
　　　　　　　　　　　　　　④地域公共交通確保維持改善事業について協議した。
　　　　　　　　　　　　　　⑤夢但馬周遊バス「たじまわる」の運行計画について協議した。
〇令和４年８月９日（第13回）①地域公共交通施策に係る主な取組状況（R4.6月～7月分）について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　②地域公共交通施策の今後の進め方について協議した。
　　　　　　　　　　　　　　③朝来市デマンド型乗合交通実証運行運行計画（案）について協議した。
　　　　　　　　　　　　　　④市民意見の収集・把握方法について協議した。
　　　　　　　　　　　　　　⑤JR赤字ローカル線維持・利用促進検討協議会への意見収集について協議した。
〇令和４年10月31日（第14回）①地域公共交通施策に係る主な取組状況（R4.8月～10月分）について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　②地域公共交通施策における今後の主な取組について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　③令和４年度朝来市地域公共交通ワークショップについて報告した。
　　　　　　　　　　　　　　④朝来市特急はまかぜ利用促進補助金、朝来市JR播但線団体利用促進補助金について
　　　　　　　　　　　　　　　報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑤2021年度JR西日本区間別平均通過人員（輸送密度）について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑥朝来市デマンド型乗合交通実証運行について協議した。
〇令和５年２月27日（第15回）①地域公共交通施策に係る主な取組状況（R4.11月～R5.2月分）について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　②令和５年度の地域公共交通施策の主な取組について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　③令和４年度朝来市地域公共交通ワークショップの実施結果について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　④JR赤字ローカル線維持・利用促進検討協議会（ワーキングチーム含む）について
　　　　　　　　　　　　　　　報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑤2023年春のダイヤ改正について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑥令和５年度夢但馬周遊バス「たじまわる」の運行計画（案）ついて協議した。

〇令和５年６月２日（第16回）①地域公共交通施策に係る主な取組状況（R5.3月～5月分）について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　②朝来市コミュニティバスの利用状況について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　③朝来市コミュニティバスの評価基準の達成状況について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　④朝来市を取り巻く地域公共交通の現状と今年度の取り組みについて報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑤生野町予約型乗合バス社会実験の実施報告書について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑥朝来市新たな公共交通体系の確立に向けたアンケート調査票について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑦地域公共交通確保維持改善事業について協議した。
〇令和５年８月21日（第17回）①地域公共交通施策に係る主な取組状況（R5.6月～8月分）について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　②令和５年度朝来市地域公共交通ワークショップの実施状況について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　③朝来市新たな公共交通体系の確立に向けたアンケート調査票の速報値について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　④来春からの生野地域内の路線バスの運行について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑤生野地域への「デマンド型乗合交通」の導入について協議した。
　　　　　　　　　　　　　　⑥市内全域への「デマンド型乗合交通」の導入予定と調整が必要な項目等について協議した。
〇令和５年10月12日（第18回）①地域公共交通施策に係る主な取組状況（前回会議終了後）について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　②令和５年度まちづくりフォーラムの開催について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　③朝来市新たな公共交通体系の確立に向けたアンケート集計について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　④JR西日本2022年度区間別平均通過人員（輸送密度）について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑤朝来市デマンド型乗合交通の運営形態等について協議した。
　　　　　　　　　　　　　　⑥朝来市地域公共交通網形成計画に基づいた第３次再編指針（素案）に関するパブリックコメントについて
　　　　　　　　　　　　　　　協議した。
　　　　　　　　　　　　　　⑦生野地域内路線バスの廃止について協議した。
〇令和５年12月26日（第19回）①地域公共交通施策に係る主な取組状況（前回会議終了後）について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　②令和５年度まちづくりフォーラム及びパブリックコメントの実施結果について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　③朝来市新たな公共交通体系の確立に向けたアンケート集計結果について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　④JR西日本2022年度輸送密度2,000人/日未満の線区別経営状況に関する情報開示について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑤令和６年度朝来市高齢者等優待乗車カード「あこか」の販売について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　⑥但馬地域公共交通計画（朝来市該当部分）の変更に関するパブリックコの実施について協議した。
　　　　　　　　　　　　　　⑦朝来市デマンド型乗合交通の運営形態等について協議した。
　　　　　　　　　　　　　　⑧朝来市地域公共交通網形成計画に基づいた第３次再編指針について協議した。
〇令和６年２月27日（第20回）①地域公共交通施策に係る主な取組状況（前回会議終了後）について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　②朝来市デマンド型乗合交通（生野エリア）住民説明会について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　③2024年春のダイヤ改正について報告した。
　　　　　　　　　　　　　　④朝来市デマンド型乗合交通（生野エリア）の運行に係る自家用有償旅客運送の登録申請に必要となる
　　　　　　　　　　　　　　　「地域公共交通会議等において調った協議内容（案）」について協議した。
　　　　　　　　　　　　　　⑤令和６年度夢但馬周遊バス「たじまわる」の運行計画（案）について協議した。
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朝来市公共交通会議メンバー

1

2

3

4

5

6 株式会社ウイング神姫　労働組合東部ブロック統括部長

7

8 和田山町区長会　会長

9 山東町区長会　会長

10 朝来区長会　会長

11

12

13 兵庫県但馬県民局豊岡土木事務所　所長補佐

14

15

16

17

18 一般社団法人兵庫県タクシー協会但馬支部　支部長

19 朝来市老人クラブ連合会　会長

20 朝来市社会福祉協議会　会長

21 はじまりの会（朝来市女性団体ネットワーク）代表

（オブザーバー）

兵庫県土木部交通政策課　副課長

○公共交通に関する市民ワークショップやあさご未来会議等の場を通じて意見聴収を行っている。
○令和５年６月に、市内全世帯を対象にした市民アンケートを実施することで、市民の公共交通に対する現状把握と意見聴収
を実施する。

19．協議会メンバーの構成

朝来市副市長

公益社団法人兵庫県バス協会　専務理事

全但バス株式会社　労働組合執行委員長

龍谷大学　文学部歴史学科日本史学専攻　教授

公募委員

国土交通省神戸運輸監理部　兵庫陸運部企画調整官

西日本旅客鉄道株式会社　兵庫支社地域共生課長

生野町区長会　会長

株式会社ウイング神姫　取締役兼運輸部長

全但バス株式会社　バス事業部乗合事業課長

18．利用者等の意見の反映状況

南但馬警察署　交通課長

摂南大学　理工学部都市環境工学科　教授
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表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者（地域内フィーダー系統） 6年度

起点 経由地 終点
運行態様の
別

基準ロで
該当する
要件

接続する補助対象地域間幹線系統等との接続確保
策

基準ニで該
当する要件
（別表７のみ）

（注）

１．区域運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域を記することとし、「系統キロ程」について記載を要しない。

２．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

３．「再編特例措置」については、地域公共交通再編実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載する。

４．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行の別を記載すること。

５．「接続する補助対象地域間幹線系統等と接続確保策」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークと、どのように接続を確保するかについて記載する。

６．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。

23.5回 路線定期運行 ①
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
ＪＲ和田山駅で接続 ③

補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センターで接続 ③71.0回 路線定期運行 ①

往 13.4km
46 46.0回 路線定期運行 ①

補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
ＪＲ和田山駅で接続 ③

復 13.4km

（16-2） 岡JA病院 本芳賀野 和田山駅
朝来医療
センター

往 13.4km

往 20.2km
71

復 13.4km
47

（16-1） 岡JA病院 本芳賀野 和田山駅
朝来医療
センター

①
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センター及びＪＲ和田山駅で接続 ③

復 30.3km

(15) イオン野谷口 イオン
朝来医療
センター

野谷口

(14) 岡竹田野谷 本芳賀野 和田山駅 野谷口 71 35.5回 路線定期運行

71 71.0回 路線定期運行

③

(13) 岡野谷 本芳賀野 和田山駅 野谷口
往 24.5km

71 35.5回 路線定期運行 ①
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センター及びＪＲ和田山駅で接続

③
復 24.5km

①
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センター及びＪＲ和田山駅で接続

(12) 野谷 和田山駅
朝来医療
センター

野谷口
往 22.3km

22(11) イオン特設分団 イオン
朝来医療
センター

特設分団
消防庫

往 19.5km
③22.0回 路線定期運行 ①

補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センターで接続

11.0回 路線定期運行 ①
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センター及びＪＲ和田山駅で接続 ③

路線定期運行 ①
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センター及びＪＲ和田山駅で接続 ③22.0回

(10) 岡竹田藤和 本芳賀野
朝来医療
センター

特設分団
消防庫

和田山駅
特設分団
消防庫

往 23.8km

22

22

復 29.6km

(9) 岡藤和 本芳賀野

朝来医療
センター

和田山駅 22

復 23.8km

46.5回 路線定期運行 ①
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
ＪＲ和田山駅で接続 ③

(8) 藤和
特設分団
消防庫

路線定期運行 ①
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センター及びＪＲ和田山駅で接続 ③

復 21.6km
11.0回

(7) 岡イオン 本芳賀野 和田山駅
和田山高校

前

往 11.9km
93

93

①

③
復 17.7km

(6) 岡病院 本芳賀野 和田山駅
朝来医療
センター

往 11.7km

102 102.0回 路線定期運行 ①
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センター及びＪＲ和田山駅で接続

③
復 11.7km

46.5回 路線定期運行

立野中
往 11.6km

99 198.0回

204.0回

①
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センター及びＪＲ和田山駅で接続

(5) 内海病院
内海

公民館
和田山駅

朝来医療
センター

往 17.4km

(4) 朝日内海病院 下戸
内海

公民館
朝来医療
センター

①及び②（１）
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
ＪＲ新井駅で接続 ③

復 8.5km
99.0回 路線定期運行

往 27.2km
102

①及び②（１）
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
ＪＲ新井駅で接続 ③

復 7.9km
247.5回 路線定期運行

補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
朝来医療センター及びＪＲ和田山駅で接続 ③

往 7.9km
99

復 27.5km
路線定期運行

(3) 多々良木新井駅 芸術の森 アルバ

新井駅
往 8.5km

99(2) 田路新井
内水面
漁業

口田路
公民館

新井駅

計画
運行
日数

計画運
行回数

利
便
増
進
特
例
措
置

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７及び別表９）

兵庫県
（朝来市）

全但バス㈱

(1) 田路立野

市区町村 運行予定者名
運行系統名
（申請番号）

運行系統

系統
キロ程

路線定期運行 ①及び②（１）
補助対象地域間幹線系統である全但バス山口線と
ＪＲ新井駅で接続 ③

復 11.6km

内水面
漁業

新井駅

-
3
3
-



運行日数一覧【朝来市】 令和6年度～令和8年度

R6 R7 R8 キロ程 R6 R7 R8 R6 R7 R8

1 825-0 田路立野 4 水・金曜日 99 102 98 11.6 4,593.6 4,732.8 4,547.2 198.0 204.0 196.0

2 826-0 田路新井 2 水・金曜日 99 102 98 8.5 1,683.0 1,734.0 1,666.0 99.0 102.0 98.0

3 837-0 多々良木新井駅 5 水・金曜日 99 102 98 7.9 3,910.5 4,029.0 3,871.0 247.5 255.0 245.0

4 849-3 朝日内海病院 2 火・木曜日 102 98 100 27.2 5,548.8 5,331.2 5,440.0 102.0 98.0 100.0

2 火・木曜日 102 98 100 27.5 5,610.0 5,390.0 5,500.0 102.0 98.0 100.0

計 11,158.8 10,721.2 10,940.0 204.0 196.0 200.0

5 853-3 内海病院 1 火・木曜日 102 98 100 17.4 1,774.8 1,705.2 1,740.0 51.0 49.0 50.0

1 火・木曜日 102 98 100 17.7 1,805.4 1,734.6 1,770.0 51.0 49.0 50.0

計 3,580.2 3,439.8 3,510.0 102.0 98.0 100.0

6 838-0 岡病院 1 月・水曜日 93 95 92 11.7 1,088.1 1,111.5 1,076.4 46.5 47.5 46.0

7 798-1 岡イオン 1 月・水曜日 93 95 92 11.9 1,106.7 1,130.5 1,094.8 46.5 47.5 46.0

8 809-6 藤和 1 月・水曜日(冬季) 22 23 21 21.6 475.2 496.8 453.6 11.0 11.5 10.5

9 821-3 岡藤和 2 月・水曜日(冬季) 22 23 21 23.8 1,047.2 1,094.8 999.6 22.0 23.0 21.0

10 799-1 岡竹田藤和 1 月・水曜日(冬季) 22 23 21 29.6 651.2 680.8 621.6 11.0 11.5 10.5

11 850-2 イオン特設分団 2 月・水曜日(冬季) 22 23 21 19.5 858.0 897.0 819.0 22.0 23.0 21.0

12 843-3 野谷 1 月・水曜日(夏季) 71 72 71 22.3 1,583.3 1,605.6 1,583.3 35.5 36.0 35.5

13 844-3 岡野谷 2 月・水曜日(夏季) 71 72 71 24.5 3,479.0 3,528.0 3,479.0 71.0 72.0 71.0

14 797-1 岡竹田野谷 1 月・水曜日(夏季) 71 72 71 30.3 2,151.3 2,181.6 2,151.3 35.5 36.0 35.5

15 834-2 イオン野谷口 2 月・水曜日(夏季) 71 72 71 20.2 2,868.4 2,908.8 2,868.4 71.0 72.0 71.0

16-1 860-0 岡JA病院 2 月・水曜日 46 95 92 13.4 1,232.8 2,546.0 2,465.6 46.0 95.0 92.0

16-2 860-0 岡JA病院 1 月・水曜日 47 95 92 13.4 629.8 1,273.0 1,232.8 23.5 47.5 46.0

※年末年始：12/31～1/3は運休

運行回数運行日数 年間走行距離
運行日

申請
番号

系統
番号

系統名
合計
便数

-
3
4
-



④ ⑤ ④ ④④⑤

令和６～８年度
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⑥ ⑦ ⑧⑨ ⑨⑩⑪⑪ ⑫⑬ ⑭ ⑬⑮ ⑮⑯-2

令和６～８年度R6.4.1改正
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① ①①①② ②③ ③ ③③ ③

令和６～８年度
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○朝来市公共交通会議条例【改正案】 

平成30年10月１日 

条例第21号 

（設置） 

第１条 道路運送法（昭和26年法律第183号）の規定に基づき、地域における需要に応

じた住民の生活に必要な乗合バス等の旅客輸送の確保その他の旅客の利便の増進を

図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するととも

に、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成19年法律第59号）第６条第

１項の規定に基づき、地域公共交通計画（以下「計画」という。）の作成及び実施

に関し必要な協議を行うため、朝来市公共交通会議（以下「交通会議」という。）

を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 交通会議の所掌事務は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 公共交通の在り方の協議に関すること。 

(2) 地域の実情に応じた適切な乗合旅客輸送の態様、運賃等の協議に関すること。 

(3) 自家用有償旅客運送の必要性及び旅客から収受する対価の協議に関すること。 

(4) 計画の作成及び変更の協議に関すること。 

(5) 計画の実施に係る連絡調整に関すること。 

(6) 計画に位置付けられた事業の実施に関すること。 

(7)（4） 前各号に掲げるもののほか、交通会議の運営方法その他交通会議が必要と

認める事項 

（組織） 

第３条 交通会議は、委員24人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

(1) 市長又はその指名する者 

(2) 関係する公共交通事業者等の代表 

(3) 関係する公共交通事業者等の運転者が組織する団体の代表 

(4) 公募による市民 

(5) 関係行政機関の職員 

(6) 学識経験者 

(7) 前各号に掲げる者のほか、市長が交通会議の運営上必要と認める者 
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（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員に欠員が生じた場合における補欠

の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第５条 交通会議に会長及び副会長１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、会務を総理し、交通会議を代表する。 

４ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

（会議） 

第６条 交通会議の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長が議長と

なる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

４ 会長は、必要があるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その意見又は説

明を聴くことができる。 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がないと

認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議すること

をもって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合におい

て、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結果

を委員に報告しなければならない。 

（協議結果の取扱い） 

第８条 委員は、交通会議において協議が調った事項について、その結果を尊重し、

当該事項の誠実な実施に努めるものとする。 

（専門部会） 

第９条 第２条各号に掲げる事項について専門的な調査、検討を行うため、必要に応

じ交通会議に専門部会を置くことができる。 
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２ 専門部会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 

（庶務） 

第10条 交通会議の庶務は、都市整備部都市政策課において処理する。 

（委任） 

第11条 この条例に定めるもののほか、交通会議に関し必要な事項は、会長が会議に

諮って定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（任期の特例） 

２ この条例の施行の日以後最初に委嘱され、又は任命される委員の任期は、第４条

第１項の規定にかかわらず、平成32年３月31日までとする。 

（招集の特例） 

３ この条例の施行後及び任期満了後最初に開かれる会議は、第６条第１項の規定に

かかわらず、市長が招集する。 

（朝来市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

４ 朝来市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例（平成17年朝来市条例第

63号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（令和２年条例第39号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（令和３年条例第24号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（令和４年条例第１号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年条例第１号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

（施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。 
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資料７     

 

朝来市デマンド型乗合交通（和田山・山東エリア）の運行に係る自家用有償旅客運送の

登録申請に必要となる「地域公共交通会議等において調った協議内容」 

（案） 

 

 

【協議内容】 

（１）路線又は運送の区域 

朝来市和田山・山東地域全域 

 

（２）旅客から収受する対価 

    ①中学生以上 65歳未満の方                 ４００円 

    ②65歳以上の方、小学生、身体障害者手帳・療育手帳・ 

精神障害者保健福祉手帳保持者、生活保護受給者      ２００円  

    ③小学生未満の方                        無料 

    ④回数乗車券（200円券 22枚）                         ４,０００円 

    ⑤高齢者等優待乗車カード「あこか」（デマンド型乗合交通専用） 

                            1箇月      ８００円        

                     年 間    ８,０００円         

 

（３）運送しようとする旅客の範囲 

     地域住民又は観光旅客その他の当該地域を来訪する者 
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